
第２章　　大　　　　気

第１節　調査概要

　白山林道が一般供用になった昭和52年から56年まで、大気調査を実施した。単年度、又は経年的

に継続して調査を行なった調査地点は、図2－1に示す９地点である。各地点における測定項目と

それらの測定年は、表2 －1に示すとおりである。測定項目は自動測定機（大気測定車「あおぞら

号」搭載）による二酸化硫黄、窒素酸化物、オキシダント等の連続測定、二酸化鉛（Pb02）法によ

る硫黄酸化物相対渡度の測定（月間値）､TGS濾紙法による二酸化窒素相対濃度の測定（月間値）、

デポジット・ゲージ法による雨水の捕集とその化学分析等である。

　他に、窒素酸化物の時間別・地域別の詳細な分布状況を把握するため、林道沿線の十数地点でT

GS濾紙法による二酸化窒素相対濃度の短時間測定（2時間値､数日間値）を、また、光化学大気汚

染による植物被害を調べるため、アサガオを指標としてその被害状況を観察した。



第２節　自動測定機による測定結果

　自動測定機による測定は、調査地点No．1のみにおいて、昭和53年から昭和56年まで継続して行な

った。表2－2は測定期間内の各種汚染物質濃度の平均値である。各年間・季節間においては大きな

差が見られない。また、これらの濃度レベルを昭和55年度における三馬測定局〔金沢市三馬２丁目､石

川県衛生公害研究所〕の測定値､及び金沢都市区域内の環境測定局〔石川県大気汚染監視制御システ

ムにおける常時測定局〕の測定値の平均値と比較しても二酸化窒素で1/3以下であり、オキシダン

トを除くその他の汚染物質も月間平均値の最小値程度か、それ以下であり、清浄地域における濃度

(いわゆるバックグラウンドレベル)に相当していると考えられる。

　各種汚染物質濃度の１時間値の最高値を表2－3に示す。これらの値は石川県大気汚染緊急時対策

発令基準及び石川県オキシダント緊急時対策発令基準を超えないが、昭和53年のオキシダントの昼間

の１時間値で石川県オキシダント緊急時対策発令基準の注意報レベルに近い値(0.11ppm)の出現が見

られた。しかし、窒素酸化物や炭化水素等の林道周辺における推定汚染負荷量と濃度、及びオキシ

ダント中のオゾンの割合などを考慮すると、ここで測定されたオキシダントの大部分は、いわゆる

自然界に存在するオゾンであったと推測される。その他の大気汚染物質の１時間値の最高値は昭和

55年度の三馬測定局の測定値よりかなり低く、ほぼ清浄地域においてみられる程度の濃度レベルで





ある。また、１時間値の測定結果から、自動車通行量が増加した紅葉期の休日において窒素酸化物、

－酸化炭素の値が、平日より若干高くなる傾向が見られるが、その濃度は低い。

　表2－4は、自動測定機による測定結果の大気汚染に係る環境基準における適合状況を示したも

のである。二酸化硫黄、二酸化窒素及び一酸化炭素について環境基準を超える値の出現は見られな

い。オキシダントの発生については気象条件に大きく左右される面があり、環境基準値を超える値

の出現が昭和53年に67時間(有効測定時間数の9.7％､昭和54年に5時間(有効測定時間数1.3％)み

られたが、昭和55･56年については出現しなかった。なお非メタン炭化水素については｢光化学オキ

シダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針｣(6～9時までの３時間値が0.20ppmc)を

超える値の出現が昭和53年に2日間(有効測定日数の3.9％)、昭和54年に2日間(有効測定日数の8.7

%)､みられたが、昭和55･56年には出現しなかった。昭和55年度の三馬測定局の出現日数は263回(

有効測定日数の82.4％)であることを考慮すると、ごくわずかな出現割合であり、このことから推測

しても自動車から排出される大気汚染物質の汚染負荷量は大きいとはいえない。

第３節　二酸化鉛法による硫黄酸化物相対濃度の測定結果(月間値)

　硫黄酸化物相対濃度の昭和52年から56年までの測定結果を表2-5に示す。いずれの年、いずれの

地点においても、0.02mgS03／400c㎡PbO2／日以下であり、測定限界に近い濃度レベルであった。この



ことは一般的に自動車からは硫黄酸化物がほとんど排出されないこと、また硫黄分を含む軽油（硫

黄分1.2％以下）を燃料とするジーゼルエンジン搭載の大型バスが白山林道では通行規制されてい

ること、などによるものと思われる。

第４節　TGS濾紙法による二酸化窒素相対濃度の測定結果

1.　月間値

　二酸化窒素相対濃度の昭和52年から56年までの月間値を、表2－6に示す。長時間平均的には．

金沢都市区域の濃度レベルの1/8以下である。昭和52･53年に比較して、昭和54～56年の測定値



が若干低くなっているのは､自動車通行台数が減少したこと(表6－1)によると思われる。地点別にみ

ると､No1～4･8･9の測定値がNo5～7の地点に比べて高い値が出現する傾向にあるが、このこ

とは道路近傍に位置するため自動車排出ガスの影響を直接受けたためと思われる。この影響は隧

道の出入口に設置されたNo8とNo9で最も顕著にあらわれる。隧道内では拡散条件が悪く、汚染



物質が貯留しているため、他の測定地点の２倍以上の濃度を示したと考えられる。

2.短時間値

　短時間値の測定は昭和52年の紅葉期に行った。　1日のうち２時間単位で測定した結果を表２－

７に、また休日をはさんだ２日間若しくは４日間単位で行った結果を表2-8 に示す。２時間値



の測定は自然保護センターから白山林道料金所前までの道路区間の８地点で行った。自動車の通

行がある昼間の濃度値が夜間よりも高い値を示したほか、各地点近辺への時間別の自動車の集中

度合が測定値にあらわれた。また道路近傍の地点で濃度が高く道路から遠ざかるにつれ低くなる

傾向が見られた。

　２日間値及び4日間値の測定結果（表2－8）は、白山自然保護センターから白山林道料金所前

までの道路区間及び白山林道有料区間について行ったものである。白山自然保護センターから白

山林道料金所前にかけての道路区間のほうが白山林道有料区間よりも高い値が出現した。これは

行楽期であるため料金所前から白山自然保護センターにかけて自動車が混雑し、渋滞をきたした

こと、一方白山林道有料区間内では、一部景観の優れた地点で若干の渋滞がみられたが、全体と

しては比較的スムーズな通行状況にあり、林道の標高が高くなるにつれ、谷幅が広くなり、自動

車排出ガスの拡散条件が良くなること、などに起因しているものと思われる。

第5節　雨水成分等の測定結果

　昭和54年から56年まで、デポジット・ゲージ法により　1か月間捕集した雨水について硫酸イオン、

硝酸性窒素及びpH値を分析した。その結果を表2－9に示す。これらの測定値は石川県衛生公害研究



所屋上の測定結果と比較して大差のない値である。なお昭和56年の白山自然保護センター敷地内

　(Nol)､三方岩下方の道路近傍(No2)の 8月・９月のpH値が7.0を超えたのは雨水採水タンク

内で緑藻類が繁茂したためと思われる。

　なお、参考のため雨水成分の調査地点近傍の沢水及び土壌の水溶出成分の分析を昭和56年に行っ

た。結果は表2-10と表2-11 に示すとおりであり、特異的な値はみられなかった。

第６節　アサガオを指標とした光化学大気汚染による植物被害観察

アサガオ（スカーレットオハラ種）を指標として、ポット栽培法により光化学オキシダントによ

る可視被害発生状況観察を。昭和52年白山自然保護センター前（No1）と三方岩下方の道路近傍

　（No4）で実施した。同年に行った県内の他の10地点におけるアサガオ被害発生状況は、程度の

差はあるが何らかの可視的被害が認められた。しかし、白山自然保護センター敷地内のアサガオ

については可視的被害は観察されなかった。なお、三方岩下方の道路近傍（No4）については標

高が高く、他の地点に比べ寒冷な条件のためか、アサガオの生育が悪く被害観察は困難であった。
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